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【学会発表】 
〈PT〉 

舟見敬成 

・第 31 回日本乳癌学会「化学療法前後における乳癌患者に対する運動療法の効果」 

・第 41 回東北理学療法学術大会「化学療法前後における乳癌患者に対する運動療法の効果（2 症   

例）」 

・第 8 回日本心臓リハビリテーション学会東北地方会「乳癌術後患者における運動耐容能と心血管リ 

スクについて」 

 

武田彩 

・第 8 回日本がんサポーティブケア学会学術集会「骨転移による痛みをきっかけにがん診断に至った 

症例に対するエンパワーメント支援と理学療法の経験-Sence of Coherence（SOC）の視点を用い 

て-」 

・第 6 回日本がん・リンパ浮腫理学療法学会学術大会「リハビリテーション科内 ACP カンファレン

スの試み」 

  

伊藤弥生 

・第 22 回福島県理学療法士学術集会「軽症脳梗塞患者におけるセルフモニタリングが退院後の身体

活動量に与える影響-パイロットスタディ-」 

 

増子潤 

・第 21 回日本神経理学療法学会学術大会「脳卒中後における歩行時の筋緊張異常と関連病巣の特定」 

 

鈴木大輔 

・第 38 回日本臨床代謝学会学術集会『90 歳代の腹部大動脈瘤患者に対する開腹術術前からの栄養療 

法と理学療法介入により自宅復帰となった症例』 

・第 13 回日本リハビリテーション栄養学会学術集会『当院における入院時 AWGC にて検出された心 

臓悪液質が 1 年以内の死亡率に影響する検証』 

 
 

榊枝功恭 

・第 11 回日本運動器理学療法学会学術大会「一期的両側 TKA は二期的両側 TKA の一期目と二期目

に比べ術前の身体機能が低く年齢が高い」 

 

桑名伸幸 

・第 11 回日本運動器理学療法学会学術大会 

 「出生後 MRSA 感染症による右下肢脚長不等に対し骨延長を施行した一症例-足関節可動域と足底 

部痛に着目して‐」 

 

伊東達哉 

・第 12 回日本支援工学理学療法学会学術大会「WALK-MATE ROBOT の腕振りリズムアシストが急

性期脳卒中患者の歩行に与える即時効果」 



 

早尾啓志 

・第 6 回日本がん・リンパ浮腫理学療法学会学術大会「胃癌術後 6、12 か月における身体組成、活動 

量及び身体機能の経時的変化」 

 

沼澤茂希 

・第 11 回日本運動器理学療法学会学術大会「右距骨開放性脱臼骨折術後患者に対して、超音波画像

診断装置を用いて評価介入を行った一例」 

 

遠藤深月 

・第 11 回日本運動器理学療法学会学術大会『外傷性頸髄損傷後の治療経過中、脳梗塞を発症した 2

症例』 

・第 41 回東北理学療法学術大会『当院の脳卒中患者における歩行自立度に関与する因子の検討』 

 

吉川一葉 

・第 22 回福島県理学療法士会学術集会 

「重度の起立性低血圧を合併し失神発作により ADL 拡大に難渋したギランバレー症候群症例」 

 

青木俊也 

・第 41 回東北理学療法学術大会「病初期から積極的栄養強化と運動療法を実施した筋萎縮性側索硬

化症患者の筋機能および運動能力変化とその経過」 

・第 21 回日本臨床医療福祉学会「病初期から積極的栄養強化と運動療法を実施した筋萎縮性側索硬

化症患者の筋機能及び運動能力変化とその経過」 

 

上田聡太 

・第 21 回日本臨床医療福祉学会「当院における TKA 術後在院日数とリハビリテーション評価の関係」 

 

五十嵐友弥 

・第 22 回福島県理学療法士協会学術集会「右片麻痺を呈する右大腿骨頸部骨折術後の痙性増悪に対  

し、TENS と装具療法を併用し歩行再獲得を目指した症例」 

 

高田美咲 

・第 22 回福島県理学療法士会学術集会「腰痛疾患による慢性腰痛に対し,術後疼痛出現程度の評価や 

フィードバックを行い ADL 拡大した症例」 

 

折内英則 

・第 9 回日本栄養・嚥下理学療法学会学術集会「高齢者における人工膝関節全置換術施行患者の術前 

皮下脂肪厚は術後 3 ヶ月後の術後 QOL と関係する」 

・第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会・シンポジウム 10「Jump は「どこ」に「どれだけ」か～  

NST 成果に数値的指標の活用～」「栄養リスク者拾い上げシート運用実績にみる当院リハビリス  

タッフの栄養評価着眼ポイントの傾向」 

・第 39 回日本臨床栄養代謝学会学術集会・ワークショップ 4「NST への各リハビリテーション職種

の参加」「当院リハビリテーション科と NST の連携システム運用経過にみるリハスタッフの栄養

評価に対する意識の変化」 

・第 13 回日本リハビリテーション栄養学会学術集会・ジョイントシンポジウム（日本臨床栄養代謝 

 学会）「リハからみた栄養と栄養からみたリハを実践するための急性期リハ栄養システム～当院  

NST とリハビリ NST の連携方法～」 

・第 9 回日本臨床栄養代謝学会東北支部学術集会「当院リハビリテーション科スタッフの栄養および 

リハビリテーション栄養に関する意識調査結果とその傾向」 

 
 

田浦圭市 

・第 22 回理学療法士会学術集会「All in one を使用した歩行練習により自宅復帰及び復職を果たした 

グレード C 脊髄損傷者の一例」 

 



内藤大樹 

・第 60回日本リハビリテーション医学会学術集会「転倒リスクの高い脳卒中片麻痺者における Timed 

Up and Go test 中の体幹運動の特徴」 

 

松澤克明 

・第 22 回 福島県理学療法士会学術集会 「 Hybrid Assistive Limb®︎を用いた介入がサルコペニアを

有する回復期脳卒中患者の歩行能力改善に至った症例」 

 

春山大輝 

・第 21 回日本神経理学療法学会学術大会「回復期脳卒中患者 1 症例に対する BWSTT と腓腹筋 FES

の併用が歩行速度・対称性に及ぼす効果の検証:ABA design」 

・第 12 回日本支援工学理学療法学会学術大会「回復期脳卒中患者における長下肢装具使用期間が身

体機能,動作能力に及ぼす影響：後ろ向きコホート研究」 

・第 35 回南東北連合学術大会「脳卒中後歩行障害に対する HAL 単関節タイプを用いた単一介入が歩

行能力に及ぼす即時効果と responder の検討」 

 

三瓶あずさ 

・第 21 回日本神経理学療法学会学術大会「回復期脳卒中患者の麻痺側股関節外転筋への機能的電気

刺激を用いた歩行練習が時間的空間的因子に与える影響」 

 

白石智也 

・第 22 回福島県理学療法士会学術集会「中脳梗塞による失調性片麻痺と既往脳梗塞後遺症により歩

行自立に難渋した症例」 

 

渡部佳奈 

・第 41 回東北理学療法学術大会「回復期病棟入院中のサルコペニアを有する大腿骨近位部骨折患者

の退院時における歩行自立度に影響する因子の検討」 

 

鈴木愛里沙 

・第 22 回福島県理学療法士会学術集会「両側大腿骨転子部骨折患者において歩行改善が見られた一

症例－重心動揺計による視覚的フィードバック介入－に関する報告」 

 

斎藤頼亮 

・第 21 回日本神経理学療法学会学術大会「脳卒中患者に対する座位での全身振動刺激が歩行速度お

よび歩行能力の改善に寄与するか」 

 

〈OT〉 

石澤真奈美 

・第 31 回 日本乳癌学会『タモキシフェン内服中の脂肪肝に対し運動療法が有用であった症例の検  

討』 

 

高田善栄 

・第 57 回日本作業療法学会 「3D プリンタで制作した書字の自助具使用が成功体験につながった小 

児脳腫瘍術後患者の一事例」 

 

鈴木優花 

・第 34 回福島県作業療法学会（シンポジウム）「さあ、はじめよう！生活行為向上マネジメントを

活用した臨床実践〉 

 

佐藤晴南 

・第 34 回福島県作業療法学会「急性期病院において地誌的見当識障害を呈し、病棟移動に迷いが生

じた対象者への介入」 

 

東海林あみ 

・第 34 回福島県作業療法学会「現状の問題点を抽出することで自己認識が修正され目標を共有でき



た事例」 

 

根田英之 

・第 33 回東北作業療法学会・シンポジウム「東北 6 県における地域支援事業の現在の取り組みと未

来 への継続」シンポジスト 
 
 
 

【外部講師】 
〈PT〉 

横田富士夫 

・福島県理学療法士会 職能委員会主催「第 11 回 統計研修会」 

 

本田知久 

・福島県 PT 士会総会後研修「働きやすい人間関係を築く心理的柔軟性を高めるコツ」 

・郡山看護専門学校「リハビリテーションを必要とする成人への看護」 

・郡山看護専門学校「地域・在宅への継続医療と看護」 

・福島県理学療法士会活性化委員会主催新人交流会「コミュニケーションで困ってませんか？（患者 

対応編）」 

・福島県理学療法士会活性化委員会主催新人交流会「コミュニケーションで困ってませんか？（職員 

編）」 

・日本理学療法士協会主催組織運営強化に向けた合同情報交換会福島県理学療法士会における「活性 

化委員会」の取り組み 

・福島県理学療法士会活性化委員会主催学生交流会「社会人としてうまく働くコツ」 

 

舟見敬成 

・郡山健康科学専門学校 特別講義 

・山形県立保健医療大学 特別講義 

・東京都 JRAT 研修会 福島県での災害リハビリテーションの対応について 

・福島県理学理学療法士会地域セミナー 心不全に対する運動療法、リハビリテーション 

 

佐藤友希 

・福島県介護福祉士会主催 ケア・リハビリ研修会講師 「地域で心疾患をみるコツ」 

 

金子尚貴 

・福島県介護福祉士会主催 ケア・リハビリ研修会講師 「リハビリテーションの視点からみる脳卒 

中のポイント」 

 

折内英則 

・リハノメチャンネル（株式会社 gene）「臨床場面で考える低栄養・サルコペニア・フレイル の 

実際とリハビリテーション栄養の基礎」 

・恵庭病院主催研修会「臨床業務 働きがい 働きやすさ 実践 どうする？臨床管理」 

・桑野協立病院主催研修会「リハビリテーション栄養の基礎と実践」 

・NPO 法人サポートたむら主催セミナー「フレイルって何？今の時代に低栄養？知っておこう!自 

分でできるフレイル・低栄養の予防対策」 

・東北リハビリテーション栄養懇話会主催セミナー・特別座談会「いまさら聞けないリハ栄養~話  

してみよう!素朴な疑問や経験の話~」 

・「therapisTV（株式会社ジャパンライム）「低栄養・サルコペニア・フレイルの実際とリハビリ  

テーション栄養の基礎」 

・福島県回復期リハビリテーション病棟連絡協議会主催研修会・リハビリテーション栄養（全 4 回） 

「低栄養の基礎と臨床の実際」、「サルコペニア・フレイルの基礎と臨床の実際」、「リハビリ  

テーション栄養とその実践」、「質疑と意見交換会」 

・第 22 回福島県理学療法学会学術大会・特別講演 1「リハビリテーション栄養の基礎と臨床実践か



ら考える」 

・第 31 回全道理学療法士学術研修大会・第 3 回道北理学療法士学術研修大会「知っ得！！画像、薬  

剤、栄養のイロハ」講演 3「理学療法を行う上で知っておくべき栄養とリハの組み合わせの重要  

性」 

・第 13 回日本リハビリテーション栄養学会学術集会・教育講演 14「リハビリテーション栄養と理学 

療法の実践をシステムから考える～チームビルディングと多職種連携と理学療法実践～」 

 

内藤大樹 

・第 28 回神経理学療法学会サテライトカンファレンス症例報告 
 

〈OT〉 

根田英之 

・福島県作業療法士会 現職者研修講師「保健・医療・福祉と地域支援」 

 

渡部祐介 

・福島県作業療法士会主催 臨床実習指導者講習会 「見学・模倣・実施プロセスと指導ポイント  

コーチング・ティーチング」「基本的態度・臨床技能・臨床思考過程の見学・模倣・実施の実   

践」 

・福島県主催：福島県言語聴覚士会運営：令和５年度失語症者向け意思疎通支援者養成講習会 講  

師「身体介助の方法」 

・郡山健康科学専門学校 OSCE 助言者 

 

國分俊之 

・福島県主催：福島県言語聴覚士会運営：令和５年度失語症者向け意思疎通支援者養成講習会 講  

師「身体介助の方法」 

・福島県介護福祉士会主催 ケア・リハビリ研修会講師 「介護予防について ～地域リハの視点  

からお伝えしたいこと～」 

・田村市主催 介護事業所等職員向け研修会 「リハビリ医療側から地域で活動する方々への情報  

提供書作成ガイドラインについて」 

・郡山健康科学専門学校 OSCE 助言者 

 

髙田善栄 

・福島県作業療法士会 現職者選択研修 「生活行為向上マネジメント基礎研修」 

・福島県作業療法士会 現職者共通研修 「実践のための作業療法研究」 

・福島県作業療法士会  「生活行為向上マネジメント事例検討会」 

・県北支部勉強会 「作業に焦点を当てる脳卒中後の麻痺手に対するアプローチ」 

 
 

菊地司 

・福島県主催：福島県言語聴覚士会運営：令和５年度失語症者向け意思疎通支援者養成講習会 講  

師「身体介助の方法」 

 
 

【論文投稿・書籍執筆】 

〈PT〉 

本田知久 

・中間管理職の悩み・経営目標達成 と教育時間の確保の両立に必要なことは何ですか 理学療法  

ジャーナル 57 巻 11 号 （2023 年 11 月発行）（医学書院） 

・福島県理学療法学「キャリアパスによる 人材育成の取り組みの紹介」 

 

折内英則 

・mini lecture「筋萎縮はなぜ起こるのか？-廃用性筋萎縮と加齢性筋萎縮」、「筋機能と栄養との関 

連は？」、「フレイルとは？」：明日の運動療法を磨く理学療法プラクティス・こだわり抜く筋力 



増強運動（斉藤秀之・加藤浩他）文光堂、38-40、118-120、193-195.（2023） 

・「低・中所得国の高齢者における余暇身体活動とサルコペニア  Jacob L, Gyasi RM, et al.      
Leisure-time physical activity and sarcopenia among older adults from low- and middle-income    
countries. J Cachexia Sarcopenia Muscle. 2023;14 (2):1130-1138.」（英語論文紹介）予防理学 療 

法学会雑誌：第 3 巻 1 号 57-57 頁（2023） 

・「NST 活動におけるリハスタッフによる低栄養リスク者抽出とその着眼ポイント」臨床栄養    
vol.143 No.7 906-908 2023-12 

・「『健康格差社会』何が心と健康を蝕むのか ～リハ栄養を考える上での健康格差社会～」(書籍紹 

介)：日本リハビリテーション栄養学会・NEWS LETTER vol.33 2023 

 
 

内藤大樹 

・体重免荷式トレッドミルトレーニングにより歩行時筋活動および歩行速度の改善が得られた右視床 

出血の一症 例（福島県理学療法学） 
 

春山大輝 

・「回復期脳卒中片麻痺者の長下肢装具使用時期とカットダウン時期における歩行時の麻痺側大腿直 

筋の筋電図 学的分析-長下肢装具及び短下肢装具の装着条件間の比較と条件毎の筋活動変化-」福 

島県理学療法学 7 巻 
 

 

 

 

【受賞】 

〈PT〉 

本田知久 

・優秀論文賞受賞（10 月）福島県理学療法学「キャリアパスによる人材育成の取り組みの紹介」 

 

吉川一葉 

・第 22 回福島県理学療法士会学術集会優秀演題賞「重度の起立性低血圧を合併し失神発作により

ADL 拡大に難渋したギランバレー症候群症例」 

 

伊東達哉 

・第 12 回日本支援工学理学療法学会学術大会学術大会長賞「WALK-MATE ROBOT の腕振りリズム

アシストが急性 期脳卒中患者の歩行に与える即時効果」 

 

 

【進学（在学中）】 
内藤大樹  

・東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻肢体不自由学分野 

 

 

【社会活動・所属団体】 

〈PT〉 

横田富士夫 



・福島県理学療法士会 

・職能委員会委員 

・福島県理学療法士会 

・政治参加検討委員会委員 

 
本田知久 

・一般社団法人福島県理学療法士会 活性化委員会 副委員長 

・日本理学療法教育学会学術大会 査読委員 

・東北理学療法学術大会 査読委員 

・福島県理学療法学 査読委員 

・一般社団法人リハビリテーション教育評価機構（JCORE） 評価員 

・学校法人こおりやま東都学園 教育課程編成委員 

・郡山医師会 郡山看護専門学校 非常勤講師  

・福島県災害派遣福祉チーム員 

・郡山市自立支援型地域ケア会議 専門職 
 
蔵品利江 

・福島県理学療法士会県中支部事務局長 

・東北理学療法学術大会査読 

・東北理学療法学術大会審査員 

・福島県理学療法学査読 

 
舟見敬成 

・山形県立保健医療大学理学療法学科非常勤講師（臨床教授） 

・日本心臓リハビリテーション学会評 議員 

・日本心臓リハビリテーション学会指導士認定制度委員会委員 

・日本心臓リハビリテーション学会東北支部幹事 

・日本循環器理学療法学会学会評議員 

・第 8 回日本循環器理学療法学会準備委員（東北統括） 

・日本理学療法士協会雑誌編集部員 

・日本理学療法士協会議事運営委員会 

・福島県県中地域リハビリテーション連絡協議会委員 

・福島県地域リハビリテーション協議会連携・支援体制指針策定部会委員 

・福島県循環病対策推進協議会委員 

・福島県在宅医療推進協議会委員 

・福島県地域リハビリテーション協議会副会長 

・福島県理学療法士会会長 

・福島県リハビリテーション専門職協議会会長 

・東北ブロック協議会理事 

・日本プライマリ・ケア連合学会福島県支部幹事 

・福島 JRAT 副本部長 

・日本産業理学療法研究会ガイドライン作成委員 

・東北理学療法学査読委員 

・福島県理学療法学査読委員 

 

山本栄辰 

・福島県理学療法士会職能委員長 

 

武田彩 

・福島県がんのリハビリテーション研修会実行委員 

 

高野稔 
・福島県理学療法士会活性化委員会委員長 

・福島県理学療法士会学術局生涯学習部長 



・日本理学療法教育学会評議員 

 

三瓶一雄 

・福島県理学療法士会活性化委員会委員 

・福島県理学療法士会県中支部事務局 

 
 

榊枝功恭 

・福島県理学療法士会 会報誌編集委員会副委員長 

 
 

佐藤圭祐 

・福島県理学療法士会 学術局 生涯学習部員 

 

佐々木明 

・福島県理学療法士会会報誌編集委員 

 

増子潤 

・福島県士会県中支部事務局 

 

鈴木美有 

・福島県理学療法士会スポーツ活動支援委員会（県中支部） 

 
 

早尾啓志 

・日本基礎理学療法学会査読員 

・日本がん・リンパ浮腫理学療法研究会査読員 

・東北理学療法学会査読員 

・福島県理学療法学会査読員 

・福島県理学療法士会県中支部学術局 

 

折内英則 

・福島県理学療法士会会報誌編集委員長 

・福島県理学療法学査読員 

・The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine reviewer 

・福島 NST フォーラム幹事 

・東北リハビリテーション栄養懇話会（T-REX）代表 

 

田浦圭一 

・福島県理学療法士会活性化委員会会計 

 

齋藤頼亮 

・福島県理学療法学査読委員 

 
 

〈OT〉 

若林由起子 

・福島県作業療法士会副会長 

 

渡部美津子 

・三春町介護認定審査会委員 

 

石澤真奈美 



・福島県作業療法士会倫理・規約委員会活動会計 

 

根田英之 

・福島県作業療法士会理事 

・日本作業療法士会 MTDLP 査読委員 

 

渡辺香苗 

・福島県作業療法士会査読委員 

 

石神泰理 

・郡山市障害者認定審査委員 

 

渡部祐介 

・福島県作業療法士会県中支部副支部長 

・福島県作業療法士会地域保健福祉部 

・福島県作業療法士会学術部学術誌編集係 

・福島高次脳機能障害リハビリテーション講習会会計監査 

 

國分俊之 

・福島県県中地域リハビリテーション広域支援センター係 

 

高田善栄 

・日本作業療法士協会 教育部 部員 

・日本作業療法士協会 教育部 生涯教育制度推進委員 

・日本作業療法士協会 学会企画委員会 学会演題査読者 

・福島県作業療法士会教育部員 

 

小野寺志織 

・福島県作業療法士会教育部会計 

 

内藤香澄 

・福島県作業療法士会 教育部 会計 

 

今泉祥平 

・福島県作業療法士会 学術部員 

 

田浦友希 

・福島県作業療法士会 学術部 部員 

 

香西有紗 

・福島県作業療法士会 教育部 

 

海谷有美 

・福島県作業療法士会 教育部 

 

秋山真惟 

・福島県作業療法士会 学術部 

 

前田颯斗 

・福島県作業療法士会学術部 

 

 



【司会・座長】 
〈PT〉 

本田知久 

・第 12 回日本理学療法教育学会学術大会 一般演題座長 

 

舟見敬成 

・第 7 回日本循環器理学療法学術大会一般演題 座長 

・第 29 回日本心臓リハビリテーション学会一般演題 座長 

・第 8 回日本心臓リハビリテーション学会東北地方会シンポジウム 座長 

 

早尾啓志 

・第 41 回東北理学療法学術大会 口述発表① 座長 

 

榊枝功恭 

・フラットぷらっと 2023「ブース発表」座長 

 

折内英則 

・第 6 回日本がん・リンパ浮腫理学療法学会学術大会・教育講演「がん理学療法と栄養問題 -オー  

バービュー 」（井上達朗・新潟医療福祉大学）・座長 

 
 

〈OT〉 

渡部祐介 

・2023 年度 第 18 回 福島高次脳機能障害 リハビリテーション講習会 座長 

 

髙田善栄 

・福島県作業療法学会・シンポジウム「さあ、はじめよう！生活行為向上マネジメントを活用した臨

床実践」 座長 

 


